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鳥島西方の浅海域に活動的な海底火山を発見 

１．概要 

海域火山基礎情報調査の一環として、3 月 1 日から 2 日にかけて、測量船

「拓洋」による鳥島の西約 20km の鳥島海丘（参考 1）の海底地形調査を実施

しました。 

 その結果、鳥島海丘全体の詳細な地形が初めて明らかになり、山頂部の最浅

水深は 76m で、従来知られていた水深よりも 300m 以上浅いことが分かりまし

た。また、過去に溶岩の流出を伴う噴火を複数回発生し、現在も噴気等を発生

している活動的な海底火山であることが分かりました。 

海上保安庁では、引き続き、船舶の航行安全に資する海域火山の基礎情報の

収集・整備に努めて参ります。 

 

２．調査結果 

（１）底面の直径が約 10km、比高は約 1000～1500m の円錐形の山体であり、

山頂部の最浅水深は 76m で、従来知られていた水深（411m）よりかなり浅

いことが分かりました。（図 1、2） 

（２）山体の斜面には溶岩流地形が複数確認されました。（図 1、2） 

（３）海中からの音の反射記録を解析した結果、山頂部の火口状の凹地におい

て、南北約 350m、東西約 200m の範囲にガス・熱水が噴出している様子が

確認されました。（図 3） 

 

３．浅海域の海底火山に詳しい国立科学博物館 谷 健一郎研究主幹コメント

（抜粋、参考 2） 

今回の調査によって、鳥島海丘の山頂の水深が従来の観測よりもずっと浅

く、噴気等が存在していることが判明したが、小規模な噴火でも海面上に影響

が出る可能性があり、火山防災上も重要な発見である。今後、より詳細な調査

を行い、過去の活動履歴などを調べることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

海上保安庁は、鳥島の西方にある鳥島海丘の海底地形調査を実施し、同海

丘が浅い山頂を有する活動的な海底火山であることを発見しました。 



参考１ 鳥島海丘について 

1986 年に当庁が実施した地形調査により、最浅水深 411m の高まりが報告さ

れ、1987 年に鳥島海丘と名付けられました。過去に火山岩が採取された記録

があるものの、詳細な調査は行われておらず、火山活動の詳細は不明でした。 

 

参考２ 浅海域の海底火山に詳しい国立科学博物館 谷 健一郎研究主幹コメ 

ント（全文） 

鳥島海丘は、八丈島や鳥島等の火山島が南北に連なる火山フロントよりも西

側に位置している。このエリアにも、2023 年に火山活動によって津波を引き

起こした可能性が指摘されている孀婦海山など、多くの海底火山が分布してい

る。今回の調査によって、鳥島海丘の山頂の水深が従来の観測よりもずっと浅

く、噴気等が存在していることが判明したが、小規模な噴火でも海面上に影響

が出る可能性があり、火山防災上も重要な発見である。今後、より詳細な調査

を行い、過去の活動履歴などを調べることが必要である。 

 

参考３ 測量船「拓洋」による海底地形調査 

測量船「拓洋」には３種類（極浅海用・浅海用・深海用）のマルチビーム測

深機を搭載しています。複数の測深機を水深に応じて使い分けることで、精密

な海底地形調査を行うことができます。 

 

測量船「拓洋」 

【船体要目】 

就役年月 昭和 58 年 8 月 

総トン数 2,400 トン 

全長   96.0 メートル 

幅    14.2 メートル 

 

マルチビーム測深の概念図 

マルチビーム測深機は、船底の送

受波器から海底に向けて音波を扇

形に発射し、反射した音波を受信

することで、面的に海底地形を調

べることができます。 

 

鳥島海丘の調査時の様子 

マルチビーム音響測深機を用いて

鳥島海丘の山頂部で噴気の検出を

試みる職員 



 
 

図 1 今回の調査で明らかになった鳥島海丘の海底地形（平面図） 

  



 

図２ 鳥島海丘の鳥瞰図（西から俯瞰。鉛直方向を２倍に誇張） 

 

 
 

図３ 山頂部の火口状の凹地において検出された噴気とみられる記録 

（南西から俯瞰） 

 

 


